
 要 点 録  

会議名 多摩市消防委員会  

日 時 令和７年１２月１０日（火） 10： 00～ 11： 00 

場 所 多摩市役所  本庁２階  防災対策室  

参加者 

【消防委員】  

高野  陽一（元多摩市消防団長）  

森久保  芳康（前多摩市消防団長）  

小礒  明（多摩消防懇話会特別顧問）  

中村  一雄（多摩市自治連合会長）  

甫出  憲治（多摩消防署長）  

城所  久夫（多摩市消防団副団長）  

小泉  藤夫（多摩市消防団副団長）  

佐伯  一哉（多摩市消防団副団長）  

※太田美智子（多摩防火女性クラブ会長）、小堺健司（多摩災害防止協会

会長）、佐伯洋之助は（多摩市消防団副団長）当日欠席。  

【事務局】  

柚木防災安全課長  

野村消防担当主査  

中村消防担当主事  

会議次第 

⑴  開会  

⑵  辞令交付  

⑶  各委員紹介  

⑷  職員紹介  

⑸  委員長選任（委員長挨拶）  

⑹  職務代理の指名  

⑺  議題  

これまでの消防ポンプ車検討状況と進捗について  

⑻  報告  

ア  令和７年度  多摩市消防団活動報告（現時点まで）  

イ  第５３回東京都操法大会の結果報告について  

ウ  団員の活躍について  

エ  令和８年多摩市消防団出初式の実施について   

⑼  その他  

⑽  閉会  

公開・非

公開の別 
公開（傍聴者の数０人）  

 



＜内容＞                          ※内容は要点録とする  

開会  

委員紹介  

 

職員紹介  

委員長選任 

職務代理の指名 

 

 

議題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員挨拶 

 

１ 組織構成 

委員互選 委員からの推薦により、高野委員が委員長に選任された。 

職務代理の指名 高野委員長より、前任の消防団長である森久保委員が委員長職務代

理に指名された。 

 

２ 議事内容 

（1）消防ポンプ車更新の検討状況と進捗 

【事務局報告】 

平成１８年度に一括導入したポンプ車の更新に向け、検討委員会にて仕様等の策定を進

めてきたが、日野自動車によるシャシ部品の生産・受注停止を受け、更新スケジュールの

見直しを余儀なくされた。 

これまでの経緯および、改めて日野自動車製車両を選定した理由を再確認した結果、令

和８年度から、１０分団分の車両を２か年かけて導入する計画を考えている。 

【主な質疑応答】 

委員 単年度での全台納入は困難か。また、現在の車両価格はいくらか。 

事務局 メーカー側から「１０台一括の単年度納入は間に合わない可能性がある」との回

答を得ているが、早期納入に向け調整を継続する。価格は現在、1台あたり約 3,500万円

である。 

委員 財源として、総合交付金の充当は可能か。 

事務局 活用可能な財源については、積極的に模索していく。 

【審議結果】 

原案通り承認された。 

 

（１）令和７年度 多摩市消防団活動報告 

令和７年４月以降、４８件（うち誤報３３件）の災害に出場した。また、多摩消防署と連携し、

UR 団地建て替え地において消火栓部署やエンジンカッターの使用要領に関する訓練を

実施。技術向上と連携強化を図った。 

（２）第 53回東京都消防操法大会の結果報告 

令和 7 年 10 月 18 日、東京消防庁消防訓練所にて開催。多摩市消防団第 6 分団が南

多摩地区代表として「ポンプ車操法の部」に出場した。 

（３）団員の活動状況報告 

喇叭（らっぱ）隊および女性団員の部隊編成、近年の取り組み状況について報告が行わ

れた。 

（４）令和８年多摩市消防団出初式の実施 

令和８年１月１１日に実施。パルテノン多摩にて式典を、多摩中央公園にて一斉放水を実

施予定。 

【主な質疑応答】 

委員 ２３区と多摩地域とで、消防団の待遇や資機材に格差があるのではないか。これが



 

 

 

 

団員不足の一因とも考えられる。 

事務局 団員報酬は多摩地域内で平均以上の水準を維持している。資機材についても

順次更新を進めるが、財源との整合性を図りつつ、バランスを考慮して推進していく。 


